
i 令和 7 年度 『 光寿会事業計画』  

①  ＢＣＰ(業務継続計画) を整えて対応します。 (継続)

②  経営感覚を持って地域ニーズに応えます。 (継続・ 追加)

③  お年寄りの声に対して、 より効果的に対応します。 (継続)

④  お年寄りの意思決定・ 推定支援に取り組みます。 (新規)

⑤  行政・ 社福法人と共に光寿会の将来設計を整えます。(継続)



あ いさ つの心得 

光寿会の基本姿勢 …『 サービ ス と は、 挨拶そのも のに尽き る 』  

◎挨拶の「 挨」 は、  

      様々ないき さ つを 投げ捨てて、 わが胸を 開く こ と であ る 。  

             （ 相手の胸を 開かせる こ と ではない！）  

◎挨拶の「 拶」 は、  

      「 あ なたが居てく れる こ と が私の幸せです……」 と 、  

             わが胸に相手を 抱き し める こ と である 。  

 

 
 

 

①  上司・ 同僚の話は、 身を 向けて（ ヘソ を 向けて）、 耳を 澄ま し て聴く 。  

        お年寄り を 敬い、 ニーズを 知る 訓練の基本。  

② 居室に入る と き は、 一瞬立ち止ま っ て、  

       「 彼は今何を 求め、 何に悩んでいる だろ う か」 と 黙想し てから 入る 。  

        心の中に余裕を 持つ基本。〔 他のお年寄り にも 声掛けを 忘れない事〕  

③ お年寄り と の会話は、 ひざを 折っ て、 目の高さ を 同じ にし て話す。  

        お年寄り と 、 介護者が平等の立場で話し 合う ための基本。  

        特に、 相手が興奮状態など のと き の会話の基本。  

                                                            

 
★ 視線は適度に合わせる 必要があ り ま す。 私が全く 視線を 合わせないと 、 相手は「 冷

たさ ・ 無視さ れている ・ 無関心」 を 感じ ま す。 逆に、 視界に入り 込んで視線を 合せ

過ぎる と 「 圧迫感」 が生じ ま す。 適当に視線を 合わせたり 外し たり する こ と が必要

になっ てき ま す。  

★ 要する に、 2 4 時間 3 6 5 日の認知症ではないですし 、 いつも 興奮し ている 訳でも あ

り ま せん。 視界から 外れて欲し い時だっ てある も のです。  

⇒ そのよ う な際の上手なコ ミ ュ ニケ ーショ ン 法と し ては、『 縁側効果』（ 三好春樹氏）

があり ま す。 横に座っ て、 同じ 景色（ 山、 桜、 お天気等々） を 共有し ながら 、 時折、

視線を 合せる 。 そし て、 共有し ている 景色を き っ かけと し た言葉を 発し てみる 。 こ れ

位が程よ く 、 よ い印象や気分が残り やすいのです。  

★ 最後に、 関わる すべての人を つなぐ こ と のでき る コ ミ ュ ニケーショ ン の最大の表現

力は、『 笑顔』 です。 人の習慣は、 一般的な人で、 2 1 日間同じ こ と を 信念も っ て続

けていけば、 その人のも のに成る と さ れていま す。  

  心から 笑顔で過ご せる 習慣を 心がけ、 続けてみま し ょ う 。  

3 つの基本姿勢 




